












































前処理 → 水洗→ アルカリで蒸解 → 水洗 バルブとその漂白
(2～3㎝に刻ん だ






















使用 したケナ フ青皮3号 は 、キ ャンパ スで栽培 し
た。薬品(NaOH、NaHCO3、Na_CO3、ソーダ灰、`食酢)、
粉石鹸(洗 濯洗剤:ア タック)、漂 白剤(キ ッチンハイター)
は、市販のものを用いた。ケナ フの切断 には金槌、ハサ ミ、
ナイフ等を用 い、パルプ化の前処理にミキサーを、蒸解に






































ケ フー フ(tresn反 水 煮
で処理 しても、また、ソーダ灰(pH8～9)で処理 して も、
同 じパルプが得 られた。食酢(pH3.5)で処理 してもやは
り同じパルプが得 られた。次 に、石鹸のみ(pH9～10)で
処理して も変わ らず、最後に石鹸 も抜 き、水 だけ(pH6
～7)で煮沸 してもほとんど同 じパルプが得 られ ることが
分かった。この煮沸 は、数時間必要であるが、ケナ フの
細断の工夫 と水 中でミキサ ーをかける前処理の導入 によ
り3時間に短縮できる。さ らに圧 力鍋 を用いると、1時間
で蒸解する。蒸解 にオー トクレープを用いることも可能
である。ケナフの細断が不十分の時は、圧 力鍋での蒸解
を繰 り返す ことが出来 る。さらに、途 中、叩解操作を入
れると効果的である10)。このように、かせいソーダと石鹸



















良 く砕 き,1cm約20分 間水の中で




→ 粗パルプ 鱒 国 (素朴紙)
↓
[漂白]攣 国
(漂白剤は5%程度)
図2ケ ナフの無薬品パルプ化(1)
この工程図は、一つのモデルであり、水の煮沸だけで出
来たパルプは前処理の工夫により、より良いバルブにする
ことが出来る。この工夫は大切であり、前述の各工程 を相
互に変えても、水で蒸解す る工夫があれば同 じ結果が得ら
れる。
[例1]例えば、荒 く切断したケナフの皮 と木質部を鍋で一
度20分くらい煮てから、これを布に入れてよく叩解
(有効)し 、水洗し、そのあとミキサーにかけて最後
に水洗すれば良好なバルブが得 られる。
[例2]また、上例で20分間鍋で煮た後、ミキサーにかけ、
それを水洗 して、鍋で一時間蒸餌 しても同じである。
[例3]前処理におけるケナフの細断は、家庭のカンナや鰹
節けづりを利用 して も良く、適当なチッパー器があ
ればさらに良好である。
[例4]あらかじめケナフを水につけておき、それを用いて
上述の処理をすることが出来る。水処理で、かな り
脱色できる。このことは、また次回でも述べる。こ
の意味で生の柔らかいケナフの処理は容易で最も良
好である。
[例5]前出の工程においても、水洗は大切であり、なるべ
く大量の水を使わないで(水 も資源である!)、細か
に手洗いでもみほぐすようにして水洗すると良い。
そのあと、一晩水につけてお くと、さらにきれいな
パルプになる。
次回に漂白の改良を述べる、上で得 られる粗紙は、む し
ろ私は素朴紐 と思っている。作 り方の工夫により、色とい
い手ざわ りといい、味わいのあるケナフ紙が得られるか ら
である。(以 下次号(3)へ続く)
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